
（別紙３）

～ 令和７年　１月　１０日

（対象者数） 38 （回答者数） 29

～ 令和７年　１月　３１日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在実施している内容を継続しつつ、よりお子様の将来の自

立した社会活動につなげていけるよう、IT技術を利用した活

動や、地域社会（学校、園や学童、就労等を含めた他事業

所）との交流といった様々な可能性を模索していきたい。

2

学校休業日の活動についてその内容だけにとどまらず、実施

時間の延長や、公共交通機関の利用など、時間、空間の両面

で活動の幅を広げることで、お子様とそのご家族のニーズに

適う支援ができるよう模索していきたい。

3

より構造化された活動しやすい環境構築に向けて、視覚表示

などの充実を図りたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個人情報の取り扱いに十分配慮しつつ、よりオープンなサー

ビスを目指して様々な形での情報発信を模索していく。その

ためのIT技術に長けた人材獲得・育成、外部リソースの利用

も視野に入れる。

2

適切な人材の獲得・育成に一層注力していく

3

人的リソースの拡充や、事業形態の見直し（ニーズに合わせ

たサービスの分化）など、様々な可能性を模索していきた

い。

○事業所名 ピタゴラ未来塾神戸

○保護者評価実施期間
令和６年　１2月　9日

○保護者評価有効回答数

令和７年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

利用時間・送迎時間の柔軟性に乏しい。 ・午前、午後の決まった時間に、個別、集団療育を目的とした

プログラムを提供しているため、保護者やご家族の事情で「規

定の時間を超えた長時間利用したい」「早い時間、遅い時間に

送迎してほしい」といったご要望に対する対応が限定的になっ

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

SNSやHPを通した情報発信が少なく、提供している支援の内

容が伝わりにくい。

・個人情報を保護する観点から、情報共有のプラットフォーム

は基本的に書面や対面でのやり取りに限定してきたため、現在

の利用者のニーズに叶わなくなっている。

現在、スタッフは主に有資格者（児童指導員、保育士、公認心

理師等）を配置しているが、作業療法士、言語聴覚士、理学療

法士といった専門職員を欠いている。

・現在在職しているスタッフに対しては随時研修の機会の提供

や外部リソースを利用して資質向上に努めているが、該当する

資格を有する人員の確保や、人材育成に注力できていない。

それぞれのお子様の発達段階・特性などを把握しつつ、それに

合わせて、総合的な成長を促し、広い興味や関心を育むため

に、多様なプログラム、イベントを実施している。

・お子様の発達段階、特性、興味、関心などに合わせ、枠にと

らわれないプログラムの内容、イベントなどを企画している。

・お子様や保護者の方への聞き取り・アンケートを頻回実施

し、現在利用しているお子様がより主体的・自発的に参加でき

るよう、プログラムを柔軟に変化させている。

・利用者の状況、ご要望によって学校・園等関係機関との情報

共有を行い、一貫した支援を提供できるよう努めている

・保護者参加のプログラムを実施して、お子様の支援の様子を

見学したり、保護者同士の情報共有を行う場を提供している

・自治会や商店街など地域の方々と交流するイベントを実施

し、地域社会へのインクルージョンを図っている。

日曜、祝日、長期休暇中も開所し、長時間のプログラムを提

供。お子様に余暇の経験を提供すると同時に、ご家族にもレス

パイトを提供している。

・季節毎の行事やお出かけをはじめ、食育、制作、運動、自然

観察・体験、実験など、季節感の醸成、基礎体力の獲得、情操

面の成長を促す様々なイベントを企画提供している。

広く清潔で、構造化された環境での療育を提供できる。 ・令和６年４月に新しいスタジオに移転し、利用されるお子様

や、活動の内容に合わせて空間を分離・統合し、合理的に支援

できる環境を整えた。

事業所における自己評価総括表公表


